
一一 －

可
ー －－－

ロ ＝＝
=

9

■
■
■
・
印

匙

1，
十

q
－

P■

少

の

１
１
Ｉ

や
ロ

1

寺●

hwqfe=

’
一一・一 一今一へ→

、

■

ノ

型B 『

qしり

0少

L
ー一言一一ﾋﾞｰ ｰ .

壷■ﾛ■－－－－一一一一，- ー■－ー一一Ⅱ■■■

ホ



P

､I 一

リh

、

l Lイ』
の

ダ’

巴

、

■

一一 やqーりづ

－－

〃

■

』1
■
Ｉ少、

I

ノ
甲 ’

a

ヱノ一

､1季 白峰均 声
早
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
回
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
、
日
日
日
。

１
１

、

や

ノ

｝
堅_｡』“

〃

’●

I

I
＝

』



可－

I

■

〃
〃1

■

ヌ

I

夕

＝d

ロ
一

川
部
一

■
■
８
１
１
１
１
０
■
■
■
ｌ
■
！
“
■
！
●
且

ｰ あ

↓
打
Ｉ
Ｉ
Ｔ
一
久
毘
腱
為
ら
‐
１
～
凸
§
＃
Ｉ

宝

１

４
１

１
ヴ
ー
Ｊ
１
川
り
あ
《
の
４
帖
基
ふ
”
卯
叶
？
～
て
臥

舟

獅
刷
ハ
倫
ｖ
ｊ
Ｉ
ｆ
ｌ

↑
ｊ
〃
も
ｊ
肌
７
Ｊ
＃
、
Ｙ
仁
７
１

言
れ
Ｉ

▲

慨
請
〃
菱
・
接
Ｚ
瞳
ｋ
言
‐
粂
喧
｜
警
琴
鴦
亨
暑
誠
》

ｐ

、
Ｉ
，

藷
暑
直
怖
く
丁
シ
ャ
総
誇
示
が
為
嬰
さ
プ
蓄
・
７
吋
蘭
捗

稔
子
／
霊
伊
誌
テ
ル
噸
》
塁
３
章
●
ノ
ー
雇
入
藷
２
将
？
剛
脇
曹
函

眉
零
マ
リ
兵
重
ウ
人
ノ
毒
１
葬
蒐
フ
ミ
”

》 、

M 云
泳
二

r

1
1

。篭

)、

1 ｝
ー

一
｝
』

し〆 心
‐

L

ら

動

~

傍
W

li
f F

p

や｜

I

N
H

1

ノ
島
二
４

4

1
一

一一一一

1面

『

I

一二 一一一ﾖ

ｰｧ一 一



座
■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

Ｂ

ロ

ー

■

－

~

空
、
宇

宙
、
■
■
■
■
Ⅱ

一
－

、
□
１
！
、

久
ｰ

、

‐
１
１

息
Ｙ
托
砂
れ
勝
の
丘
及
笹
ｊ
４
ｌ
金
脈
癖
安
心
乙

肖
て
Ｚ
１
一
雄
～
馬
ぬ
う
ｆ
意
毫
ラ
リ
暴
く
１
２
鞭

一
ア
ー
許
噂
宏
寧
谷
允
孝
裳
ｊ
で

偽
金
毛
琴
ｌ

猛
５
Ｐ
っ
減
ご
膿
、
‐
Ｉ
，

》
咄
牟
噂
工

咄
Ｊ
ｊ
り
奇
Ｉ
、
Ｉ
１
ム
Ｉ

め
喰
暇

一

Ｊ

４

コ

ふ
ゃ
塞
ぐ
訟
斑

仙
咋
１
１
１
１
人
や
Ｉ
３
Ｌ
ｒ
ｆ
ｌ

ｉ
ｌ
１
偶
仙
１
１
１
侭
》
Ｉ
や
も
仏
ノ
イ
ム

寺
拶
約

ｌ

ｅ

ｆ
熈
島
八
？
暇

Ⅵ
１
１
ｌ

め
あ
峠
、
Ｉ
‐
｜

祠

あ
く
ｆ
命
弓
～
い
＃
弘
瓜
句

ト
ー
イ
帆
ｆ
了
、
シ
も
ｊ
Ｌ
丁
Ｉ
，
一

脚
１
１
１
恥
『
１
才
ｊ

刎
川
氏
、
４
恥
万
多
何
睡

淫

の
》

〉

し

Ｗ
跨
り
１
ぬ
や
、
誕
韮
で
一
非
内
乱
〉

浄
必
め
ら
Ｚ
を

；
｜

Ｉ

』
齢
》
『
〃
一
、
，
‐
‐
／
‐
恥
い
い
師
那
噂
鍼
や
杢
嘔
鯵
や
ｆ
、
●
琴
・
１

－
Ⅲ
罰
一
’
零
必
犯
信
一
，

と
合

Ｆ
ｒ
ｌ

ｄ
１

午
ゆ
，
、
１
Ｊ
』
て
倉
し
ｆ
Ｉ
あ
２
ｈ
Ｗ
ゐ
ギ
ー
ム
価
７
９
燭
１
～
ふ
く
了
ム
ー

屋
１
Ｊ
〃
０
秒
１
今
＃
～
ｌ
も
古
Ｆ
１
，
ザ
と
、
尖
１

す
し
）
ハ

γ
だ
↓
賭
し
テ
星
序
，
〃
一
、
聾
号
繩
フ
蓑
天
駒
年
岡
ノ
、
１
１

選

’

’

四
日
画
■
タ
－

ヤ
ー
育
記
ヲ
、
藏
馴
時
，
ア
レ
同
悔
董
長
》
１
＄
一

触
‐
‐
↑
，
ｉ

一
、
■
●
巳
ロ
日
β
』
ｐ
』
Ｐ
・
■
日
日

奎
一
ニ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
．
ｊ
ｐ
ａ
一
宮
ロ
一
．
〆
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
ｆ
ｌ
・

他
烏
シ
鮎
腓
一
孔
、
伽
十
１
ト
フ
沈
痛
‐
え
１
１
，
，

主

１
１
ｌ
｜

垂
錐
州
じ
等
Ｉ
ｒ
Ｌ
《
脚
ノ
ア
匪
『
，
．
‐
？
。
〃
，
ｌ

俺
１
－
“
ゞ

瞳
ヲ

唐
ユ
》
一
曇
”
・
１

章

軸
武
汚
全
価
今
Ｊ
１
‐

ノ
匂
う
廷
イ
ゾ
壱

●

り
苓
餐
似
し
ぎ
ぎ
一
一
γ
砿
剰
ノ
恥
ｒ
‐
少
－

ヤ

４
Ｚ
ｎ
宅
，

１
Ｐ
ｒ
Ｐｌ

１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

１
ｌ
ｊ
０
０
１
Ｊ
Ｉ
且
日
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

ロ
■

|’次
云
北
危
賀
伽
押
Ｖ
ｉ
ｌ
鵬
蠅
少
一

氏
患
坪
ノ
圭
脇
』
棚
牽
認
〃
や
ｆ
ｌ
－

鈴
判
却
杢
確
坐
い
凶
刷
心
、
〃
・
恥

延
１
１

６

１

‐
’
州
別
０
．
０
．
“
０
，
０
〃
’
ワ
９
４
■
■
■
■
■
■
日
日
’
０
．
０
日
■
９
凸
■
７

割
笥
鍬
、
丁

I|

角 多
4

Ｆ

'三

|’

忠
,金’ ）
、へ

全‘
‐刃

L1 I

‐

少動
口

主
、1里
p

■ l

KL

L

L
L

幸L



|；
－

ー一

０

〆

’
〃

、
〃

／

～

0０
二
口
ご
■
一
口

了
Ａ
け
池
Ⅱ
１
Ｊ
い
Ⅶ
助
ｌ
ｊ
１
ｊ
幻
込
う
ぅ
を
Ⅵ
返
作
１
鮴
剛
Ⅶ
川
Ｉ
之
、
ワ
／
肌
切
Ｉ
稀
～
や
舞
沙
一

戸
買
い
寺
～
胤
価
鴨
を
零
ヶ
、
皇
悔
局
￥
為
や
夕
、
疋
舎
漬
＃
沈
一

１

驚
岬
さ
１
丁
俺
唇
亨
ｒ
言
エ
（
｜
暮
為
５
秒
巷
を
識
等

１

「
亀
琵
ｈ
￥
ｆ
ｆ
ｈ
爾
史
を
壼
急
ｘ
溌
呼
ぞ
下
し
も
Ｉ
心

門
Ⅷ
叩
側
Ⅷ
川
帆
汗
胎
脳
唯
耐
恥
Ｎ
脂
川
Ⅱ
川
Ⅱ
雌
川
い
め
陥
Ⅲ
鵬
Ⅱ
峰
叱
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
隙
胸
旧
岫
‐
‐
ｉｆ

１
１

毒
を
近
儲
降
星
壷
一
生
、
苓
１
腿
て
鶴
畔

Ｉ

や
く
く
ご
頂
ソ
ｊ
を
倫
琶
や
需
能
と
γ
ろ
ｔ
で
史
ｒ
〃
，
咽

や
い
ぬ
約
、
人

､ご

臆
れ
り
寮
診
り
側
馴
嫡
に
わ
Ｘ
慨
１
１
１
鶏
《

姉
電
雌

噸

老

『
ｌ

ｌ

ｕ
Ｉ
〃
■
■
■
１
屯
１
１
■
■
■
｜
■
■
■
■
１
呵
．
、
詞

五
■
。
ぽ
げ

。
ｑ

や

つ
Ｉ
仇
於
み
、
と
一

吋
陀
珈
蛍
逝
弘
ｆ
曲
靭

岬
１
１
や
鶴
イ

ワ
叺
潤
い

う
叩
工
正

一

’

し
仰
ｙ
寸
垂
農
噸
ｆ
‐

ふ
ろ
ｉ
Ｖ
吟
ろ
あ
牝
ろ

△
伽
Ｉ
ｈ
脇
や
ｒ
５
ｆ
Ｉ
ｎ
＄
山
肌
Ｙ
″
Ⅳ

諺
の
ノ
ヘ
肘
泳
哩
伽
１
４
う
伽
陶
わ
り
幻
う
。
鰹

４
柵
１
１
０
や
１
，
章
、
ど
ｆ
Ｉ
ｆ
ノ
７
，

Ａ
ｒ
一
凡
￥
之
吟
‐
．
〃
，
，

令
侭
》
心
琢
句
タ
ー
、
割
『
ゾ
フ
》
『
亥
フ
〃
い
む
Ｌ
ｒ
帆
犀
》
く
蛮
及
一
理
可
‐
〆
，
”
Ｌ
ｊ
〃
ｄ
両
》
守
寺
型
１
４
〃
７

０

伽
）
↓
’
″
Ⅸ
て
を
罰
や
塾
〆
《
ツ
ー
，
１
１
，
‐

き
り
診
柵
Ｖ
ｉ
寺
〉
重
一
Ⅸ
雁
埋
め
、
ｒ
、
γ
Ｉ
ｒ
。
Ｊ
岡
０

型
’
㈹
‐
‐

ｐ

冬
升
雲
と
弘
１
１
１
《
“
；
１
７
〃

浜
砦
‐

一
”
礼
琴
〃
』
茸
，
へ
暇
引
卵
ｚ
明
ア
“
列

Ｆ

蔀
り
い
ｌ

垣
『
、
・
７
吋
ノ

准
曇
蓋
迭
雫
嘉
力
，
‐
ゞ
ノ
ー
４

●

零
粍
・
●
乏
⑳
ザ
局
″
，
－
Ｊ
，
Ｉ

群
這
荏
同
己
ノ
’

４

I
１
１
．
』
，
４
卯

ｌ
い
も
ｊ
ｌ
ｌ

１
４
■

ノ
修
行
流
フ
ァ
部
－
，
．
ゞ
，
応
１
７

。

６
■
■
■
■
■
０
日
■
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
！
，
‐
’
１
１
１
‐
‐
‐
』

卜
雪
堵
夛
障
，

■
■
■
■
０
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｌ
Ｉ

ｌ

Ｉ
ｌ

函

，

I

■
■
『
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
『
■
■
■
。
●
■
Ｂ
ｒ
Ｏ
■
■
■
■
■
■
守
呂

Ｉ

叩

ご
》

も
』
り
む
』
靹
川
Ｍ
４
ｊ
小
い

‐
、、

』

凸

L
－j



■

■ Uq

ノ
卓

－~－1

一
伽
〃
Ⅲ
１
１
１
ノ
ｈ
Ⅱ
叩
Ｉ
鋤
γ
肌
Ｖ
’
’
’
一
．
い
Ｉ
４
ｊ
６
へ
鋤
、
ｒ
’
ｈ
ソ
巽

句
言
上
壱
参
丁
訓
烈
γ

』
■
一
■
一
■
■
■
Ｕ
巳
“
ロ
『
氏
冨
準
仕
■
『
■
ぬ
王
昼
■
夏
睡
ご
牛
●
つ
。
■
■
■
』
再
建
■
』
ロ
｜
■
療
陛
■
■
■
■
専
幽
【
衝
｛
■
唾
■
》
Ⅷ
Ｊ
■
正
？
Ｊ
Ｈ
Ｆ
臼
呵
‐
１
１
‐
』
一
■
画
一
■
■
■
画
■
一
■
丁
晶
■
■
一
■
雲
脾
岬
１
Ｍ
Ｍ
川
‐
１
！
ｌ
Ⅶ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
，
‐
い
い
，
‐
＆
函
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
価
■
■

、
急
う
ゐ
蝿
忌
雫
‘
た
入
檸
誉
蕊
ご
費
言
寸
雀
昊
吋
‐

観
肴
鐘
産
毫
‐

拳
＄
Ｅ
源
一

蒋
＃
く
迷
ャ
！
《
し
前
の
馳
馨
皇
僕
ひ
ｉ
Ｉ
花
山
渡
の
協
巽
悔
い

》
４
勺
ヤ
ー
１
昨
め
え
毛
噺
叫
叶
互
ず
も
嘗
一
ゆ
回
巡
礼
：
聯
か

浄
４
捕
ｊ
喧
郡
弥
胤
の
雁
更
覆
や
舗
噸
応
諾
謬
名
傷
階
１
１

環
ら
壱
肌
の
木
工
帝
署
鳥
患
偽
の
脚
彊
尋
令
１
１
廿
咋
２

０
ｈ
日
Ｉ
０
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
Ｉ
８
Ｉ
ｌ
１
ｌ
１
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
０
ｕ
》
‐
１
．
０
１
７
１
９
８
Ⅱ
ｌ
９
０
Ｉ
ｐ
Ｉ
０
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
Ｒ
■
０
０
日
■
■
日
■
■
日
憧
■
■
■
■
■
日
日
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｊ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
■
日
日

誠
黒
苓
必
ハ
段
為
ノ
汎
耀
喜
蕊
逗
ア
ャ
雷
，
凌
屯
哨
腔

ｖ

捕
一
そ
‐
皇
、
‐

／

撤
聯
難
ｒ
（
今
ｖ
職
八
農
豹
時
。
、
１
丁
一
一

７
伽
附
司
、
ル
わ
。
ル
ア
処
筈
や
吟
〃

桝
珊
陥
可

鈴
葬
り
毒

ノ

ー

’
I|

．

＝

鴎

心

p

■

■

一

一

－

－



ロ －－

戸

9

〃

〆

可

▲

●

一一 ユー 一一一

一一一一三. 上 -吉 _
一一一

一一一

コ

マ
す
ら
凡

ひ
土

･ I

皇
苓
ク
確
捗
警
曇
Ｉ
’
て

０
０
１
１
１
艇
印
０
９
１
１
１
３
１
０
０
８
８
１
り
０
０
１
１
１

〃

、
″
乞
堵
〃
咽
へ
恥

．
Ｌ
刑
り
彦
壱
‐
澱
〃

＄

武
雅
ヲ
ｈ
ｊ
、
、
手
，
、
、
了
育
似
う

言
ノ
老
埋
紛
掘
噌
利
廼
蕊
乎
幽
ｊ
舞
瀞

れ
ゑ
倭
序
〈
え
一
考
，
Ｉ
雷
零
戸
夛
宜
戊
冶
ラ
群

℃
主
』
〈
敏
き
符
疹
亨
臓
学
γ
此
噸
し
蛍
ス
を
筵
派
盟
倣
ノ
鮒

L

尋正
、

〃
一
伯
が
や
人Ｉ

、
戸
’
ア
侭

矛
Ｒ
Ｌ
ｖ
の
マ
イ
吟
γ

夕

一
鼻
すｚ

や
０１

’
■■■■

在
蚕
港
Ｙ
‐
Ⅷ
，
咽
，
知
、
霞
．
～
‐
‐

預

Ｉ

〃

’ ■

｜

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

帥

●

川

Ⅲ

Ⅷ

川

Ⅱ

Ｉ

ダラン 寺
帥
引
刈
つ
足

紅
惚
紡
１
為
Ｉ
や
う
運

Q

袖
士
ム
ユ

し
今
Ｔ
Ｉ
し
Ｌ

』
一
サ
シ
ム
帰
叩
プ
澄
み
ァ
Ｌ
Ｆ

真

◆

ａ
■
■
▼
１
１
’
０
４
１

'管

種
茜

３
１

１

１１

》

恒I

歓
盃

っ
へ
、
Ｉ
悩
爵
寺
下
、

■

1凸
一
Ｍ
Ｆ
“
。

‐■ h

d要
り
I’ ぃ

八
・
ｉ
掛
川

Z

I ,
ｌ

ｐ
１

７１

．
，
″
４
Ｊ
ロ
グ

x lt

Wlr

, ..l

ワ

1I
，

」

睦
小
坐
「

Ｉ「

可



一

､
、

寺

村
倫

｜
尾L
一

篭I

P
ー

の
q- 」I

■

塾：「〃 Pq
p

i，J

.l L．’ 陰 〆
乃

｣I I I'9,1 人、ニ

タ

リト
〃

グ p
d

（

｜ｿ‘」

年ト
P

ノ「

'》

／ ， ノ
』

d

ソ可

』

'

I 'ヨヨ

ダ 〃j ' ）

』【l . ''｣'1 I!l ’'‘ 1．
F

」'灰

『

｜‘,,'｣’
〃 P

葦
て
く
や
八

裁
瀧
い

一
、
う
ｋ
紬
仰
川
脚
順
咋
、

．
〈
却
〆
，
つ
へ
）
ぐ
〉
Ｌ
・
や
今
”
Ｊ
鴫
，
〆
、
″
１
９
″

王
》
旦
勾
↑
、
ｊ
ｈ
〆
０
，
冬
玉
Ｐ
呪
い
屋
，
山
１
世
，
」
１
１
０

》
７
，

Ｊ

１

４

Ｉ

、

て
暑
久
を
ｚ
躯
わ
り
１
を

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ロ
Ⅱ
旧
肥
町
旧
Ⅲ
旧
叩
Ⅳ
Ⅲ
Ⅲ
肥
ｊ
Ⅱ
■
■
■
血
■11

11

王 Ⅸ
恥
』
て
叩
卜
吟
上
略
２
１
Ｖ
〆
Ｙ
４
１
１
１
句
２
ｒ
ぞ

P

を
灸
叉

一

)〕

基
鱈
選
悪
と
、

の
７
７
４
，
八
汎
Ｖ
１

》1町

そ
い
八 念 三D

1ql

.M-為
稔
工

１
１
Ｖ

，
ア
《
〃
幸

、
1

1、
の



ヨ 一一弓

､

亀

、

》
I

『

Ｉ
Ｉ
Ｌ

●

「

あ

亙
る
式

汎
’
労
賦
与
Ｊ
一
７
〃
６
心
ワ
ー

！

１
１

」
０
■
Ｉ
Ｃ

座

野 9

泡
簿 I

な
ど

I

的
陥

の
八

Ｏ

Ｊ

ｈ
Ｐ

ｊ

ｒ
ご
侯
凹

恥
q

『＞

袖
口

II
弓

Ｉ
し

略
紫
專
ｊ
に
財
宝
困
る
砂
一

矯
１

４

ｒ
Ａ
０
Ｉ
‐
，
酬
い
ｆ
罰
》
Ｌ
，
咋
一
ｄ
Ｐ
Ｆ
州
Ｉ
ｍ
ｌ
ｒ

ｌ

』
■
Ｆ

，
Ｆ

Ｉ

Ｉ
１
１

－
■

ｊ
ｌ

d
P

r 』 ’
1 希

j
j

d

『

′

●

』 U， ，
I

一
一一

？

L .



■

I

司

＄

~

I苫
１
琴
割
り
上

ａ
■
■
ｇ
■
■
■
Ｅ
■
■
■
Ｒ
■
■
凸
■
０
ｄ
Ｂ
Ｈ
Ｂ
ａ
■
●
■
■
■
■
■
■
■
四
Ｏ
Ｂ
■
■
■
■
Ｑ
Ｂ
■
■
■
■
■
”
■

〕

弓
と
鵬
ひ
噂
Ⅶ

へ

人の
，
Ｌ
唖
寺
一
踵
〃
画
昏
●

〃
ふ
為
す

善
レ
テ
移
惹
Ｈ
〃
鳥
烏
腎
毛
筋
し
ず
フ
シ
粂
移
ブ
鯵
鵯
毛
メ

尹
含
宮
乏
曾
聿
二
〈
等
”
暦
〃
善
哉
稲
レ
タ
監
予
や
ノ
侭
汝
盛
へ

■

４
１
鼻
刻
勉
蝋

舵
誌
し
～
ん
１
１
汁
，

趨
一
討
珂
，
ｂ
Ｐ
１
１
Ｆ
０
。
■
。
，
ｂ
，
乱
●
．
、
、
．

韓
乏
↑
と
寳
た
こ
ム
島
，
１
．
ろ
Ｆ
１

邸

、″
や
ｂ
の
り
罰
γ
Ｉ
宙
刎
Ｊ
準
Ｉ

釜

１

１

１

§
て
之

Ｑ
■
■
■
■
■
■

』

夕

『

｡

〈 ラ
ル
等
ｈ
ｌ

１
－

巳

エ
ム
兎
為
〆
い
－
！
‐

Ｉ

幟
Ｉ
ｐ
ｈ
ｎ

皇
、
沙
一
旬
“

誼
｡

う

ゆ
弾
Ｐ
玄
町
予
ｋ

I
‐

袴、

１

蓄
仙
子
飼
”
ず
急
叫

！

@hD1

つロ、

1、

（ （
1

、

、

ｒ
』

Ⅵ
ノ
ー
ず
つ

＝

1

b

l l

↓と

”
れ

I



■
』

a

一

ノ
ヤ

可

づ
ぺ
品
■
勺
屋
壼
〃

ｌ

ｌ

ｌ

Ｕ
■
Ｏ
ｕ
０
Ｉ
Ｈ
Ｉ
１
Ｉ
０
８
１
１
６
■
ｉ
Ｈ
０
Ⅱ
Ｉ
０
Ｕ
Ｏ
Ｂ
■
■
ｇ
８
Ｂ
■
■
Ⅱ
■
■
■
Ｄ
Ｂ
■
ロ
■
■
■
■
■
０
０
■
■
■
■
日
日
日
日
Ⅱ
日
日
且
日
■
０
８
０
日
Ⅱ
０
凸
Ｅ
■
■
■
Ｂ
ｕ
０
Ⅱ
日
Ⅱ
日
日
０
Ⅱ

幸
山
γ
１
》
⑦
Ｌ
Ｊ
Ｒ
１
Ｉ
ｌ
１
ｆ
、
Ｊ
１
い
、

尋
勺
ひ
４
入
い
き
Ｉ
少

入
、
４
，
１
１
も
そ
れ
船
川
刈
、
、
ｒ
ｋ
１
～
ｒ
可
、
、
‐

ｄ

み
Ⅷ
１
小
ｌ
卜
－

可

ｔ

睡
包
ｒ
も
み
Ｉ
Ｊ
Ｉ
州
錨
Ｙ
、
や
１
’
１
１

、
畑
Ⅱ
、
１

の

自
１

Ａ
肌
服
人
仙
人
ノ
ト
、

妙
冬
む
も

や
ｒ
‐
，

ゑ
っ
旬
勤
《

１

鱒
く
づ
ふ
い
ｉ
、
門
、
、
瞳
！
‐
１
１
１

電
毎
郡
レ
ー
ヘ
詐
一
釦
諏
，
‐
‐
‐
伽
ｒ
Ｊ
、
‐
ｖ
シ
‐
』
１
ｆ
灯
り

室

Ｉ
Ｊ

１

＃
鼻
１
厘
琴
舟
・
入
氏

螺
舟
均
》
嵐
Ｉ
く

を
人
～
と

「

一

ノ
施
窪
１
シ
値
し
恥
考
刷
汎
で
壁
卜
翻
，
醗
武
為
昼
こ
－
７
重
雀
↓
・
‐

冷
訓
誹
謬
多
二
↑
渉

ゼ
ノ
施
議
ノ
充
麹
タ
ェ

〃
詞
、
ｒ
澆
壱
発
雪
／
伽
誌
，
盤
ワ
寺
●
４
，
幻
‐
〃
ず
書

堂
／
三
シ
沸
竜
扇
，
妻
）
Ｚ
ｒ
机
蒐
ラ
ニ
巽
俺
総
↓
語
桧

時
二
等
芋
う
す
多
久
噂
ね
ｊ
衾
讐
毛
一
恥
鯛
セ
ル

↓
語
桧
ノ

‐
修
訓
〉
一
、
〈
４
令
理
１
．
４

哨
巡
響
備
，
身
今
睡
｜
一
ノ
句
二
も
、
謀
疑
・
い
‐

か

尋
刈
呼
、
１
‐
，
曇
河
ノ
諺
‐
～

２
ヌ

樹
‐
ｂ
■
■
Ｐ
ｈ

Ｉ
Ｊ

固
図
丑
Ｆ
、
陽
腿
幽
騎
趣

そ
1

１
１
０

１

ｈ
Ｎ
叩
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

ア

ｊ
Ｌ
、
角
０

やｚ
ノ
ぃ
Ｙ
４
ｊ
Ｔ
ｊ
１
ら
ぅ
偶
Ｉ

直
ぐ
V，

人
？
血
烏
嶬
域

４
吋
剛
則
ｌ
川
吋
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
伽
日
１
．
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
守
ｄ

ｌ
ｌ

－卜

1
修
一
毎
晦
一
山
叩
１
，
１
《
‐

６

一
一
ヌ
急
武
く
こ
台
剖
函
扱
ノ
妬
畷
、

’っ
７
『
管
夛

＞

1 『〕

’

漉
〆
↓
７

＝

●
７
廿
犬
爪

i7)

一
仲
人
飛
ぶ

、

沙

局

1州,
●

丘

ワ ，鷺

I
L

一一I
L一一‐. --- -一一一一=－

一一

=- = 上睾'‐ ‐－‐ ‐=‐ ‐‐ ‐
＝

一一一回一一



、
P

9
0

畠

寺

ロ

、

■

却
口
一
勺
。
■
麺
唖
可
Ｆ
“
国
毎
〔
６
Ⅱ
８
０
１
１
１
１
０
０
１

■
■
■
ｒ

■
Ｆ
０

－
棚
山
々
Ⅶ

晶
Ｉ
斑
の
了
人
を
恥
ハ
Ⅵ
可
ｌ
ｆ
’

一
、
一
》
鵬
ｒ
、
う
ト

竜つ

１
１

ｒ
つ
り
澱
や
Ｉ
腕
７
２
一
み
の
わ
？
ｎ
Ｊ
２
入
１
１
上
り
り
ゑ
憩
い
１

℃
１
ぬ
り
暖
Ｊ
Ｉ
ｉ
も
～
ず
ろ
泌
噌
よ
キ
タ
列
／
心
ｌ
ザ
〃
皿
申
命
旅
１
矛
し

一
躍
も
た
み
糸
も
ｌ
砿
の
Ｋ
Ｉ
〃
～
、
賎
圃
寸
の
斗
縄
の
吻
ｊ
小
忽
〃
１
１

汗
１
１
零
ぶ
ど
と
曇
れ
や
ｒ
Ｒ
Ｙ
。
久
殉
島
唱
ふ
ん
叩
豹
心
恥
如
〃
に

蝿
｝
吟
ま
く
の
ム
も
あ
く
Ｎ
～
Ｔ
Ｋ
２
や
§
と
小
ｊ
雫
の
～
々
４
Ｊ
溜
家
，

Ｘ
旬
Ａ
型
１
－
、

受
Ｉ
〆
乏
か
和
斗
の
Ｉ
ｊ
か
庇
ち
す
附
側
の
猛
嗜
聖
子
が
忽
溌

砂
の
人
Ⅳ
琴
ふ
ち
々
ム
ー
ァ
１
７
〃
て
〆
丁
噴
Ｉ
４
ｖ
Ｉ
ｊ
弾
れ
ぶ

の
を
浜
ね
？
ｈ
そ
と
１
〆
Ｉ
訓
翻
易
卜
々
予
勺
必
１
“
の
燃
参
１
尾
濫
一

■
■
■
■
■
里
■
■
ｒ
凸
■
ｒ
０
．
口
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。

、

の
や
〃
爺
に
母
Ｊ
１
，
Ｊ

１

血＝→宜一 一
可=



『
－

一■ ■一 ■■

Ｆ
１

一

、

〃

「

学

〃

cq
ド
ヨ

瀞

１
１

市
・
瓜
鋤
ム
Ｉ
ｖ
Ｉ
、
動
ノ
ヮ
・
人
肱
１
小
ｄ
叩
Ｐ
‐
、
↑
、

、
』
Ｌ

Ｉ

I

’ １
６
上
々
Ｉ
ザ
ぐ
ｌ
１
ｗ
咄
斤
Ⅱ
く
Ｉ
、
Ⅷ
４
、
ｈ
１
ｑ
Ｌ

、

ｌ
込
画
、
Ｌ

１

ｈ

摩
１

Ｌ
Ｌ

Ｉ

な
迩
化
礎
〃
秀
迂
剛
墨
瑚
．
“
“
息
・
向
・

、

１

１

１

難
噛
ｉ
救
う
竿
ｊ
物
，
″
伽
１
１

入
腿
ハ
社
ゞ
↓
に

Ｉ

《

１

人
へ
離
し
‐
災
火
し
ま
‐
、
↑
、
、
士
‐

雛
，
↓
丁

回
■
ｈ
■
９
０

－

１

恥
挑
率
博
）
ゞ
雪
に
ｉ
赦
側
ヌ
丁
狗
，
″
伽
１
１
，
１

１

１

虫

’
’

一
乙
緑
砕
入
－
｜
実
し
童
ｒ
尼
ノ
ー
蔀
萸
汰
納
弧
↓
●
し
“
７
〃
‐
印
那
叱
ｌ
ｌ
Ｍ
陣
、

冬
一
（
筑
喚
〃
童
牟
ノ
ル
｜
泉
ね
／
淘
’
奇
雄
糺
蝋
鴉
‐
，
剛
，
諦
諦
‐
小
畑
、
、

烏
捲
，
三
、
詞
劣
ノ
ッ
ィ
ノ
蓋
，
‐
を
，
／
だ
、
』
，
尋
、
’
ヤ
ー
セ
を
縦
へ
畷
ふ
穀

ラ
称
皇
遁
茨
尾
愈
炉
鬚
讐
催
え
巽
噺
的
絲
ノ
を
Ａ
ｒ
，

三
卵
娠
、
ｊ
』
一
割
寺
‐

一
連Ｉa

I

1と
申

一
■
■
■
ぐ
む
一
勺
・
巳
■
■
■
■
■
■
■
国
■

功

Ｌ

，
“
茨
呼
ｒ
ふ
り
禿
Ｉ
噛
胃
．
ハ
ト
何
回
１
Ｊ
．

Ｉ

１
１

１

､、

『

I

|I

IZ

Ｉ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

’

、

司
亘

一＝~一“ワョ生 --- ---元戸一
＝ "､－－－－－－－－

一三一
一一

一ニ ー ー



F

＝
一
一
一
一

’
一

垂

2

1卜

▲

ー

･巳

ノ〃

一一

lL〆

V，
可、の

１
堅
州

1P訂
一

p

Iの 主 ／し
り

』
。

ク
わ

､ﾏ‘置
の、

凸

し

II

嵐
P

う

疵

I》
1

|I
L

1》、

牝
』
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ロ

I
タ

I

一

し

I へ１
０

1 1
Ｊ
日
６
１
〃

，

》、

a

I
！

何
I b

日

■

』



一夕

“
〃Ｊ

－

ａ

“

ｚ

律
■
戸

ｒ
一

一
蓮一

一
ゴ
〔

一

必
党

《
制
紳

《

一
氏

伽

」
Ａ
尾

＝

〆0 一
彦

ー

僻｡亀言呈～－ ‐‐
一一

一
〆

淫

U

R=JX 牌一皇 U型感-《罰 決璽『-ざ-.---ぞ‐‐ ＝ ‐＜、曇J ‐‐尽診觜､'蛤'鮒
ウ

、芝浦〆禅牢毎国割到室●-鼻一一二三 一傘ご這冤封 一一Kもデゼ’

A:-冒一『萸墨電､､ ペー毎ﾐa〆．Q隅翰逢---撫河･こ､ﾉvをﾉ,AImg

罫●皇鰹さ＝か望拳へ夢 ．邸/fgx,gとγ祇蝿･（芝、鋤尚e TjJ口
一

一面戸･ー琴■

｡

誉Q某冬弗ｺべ'公一4も一~r色‐~ごヘーミー･儀吊塁僻み』ﾐ鼎柊萱 鐸 ←
ー

智

牟
一

《
』
マ

ー

チ
》州

（
。

面面
声一

ョー－

『｡'俊一纐嘩ﾊｰ'､筐、-入/3>'竃L§二"､瓜さく陰窒 =喧-1A-､ニトーマ
ｂ
■
に
画

ヘ
マ

一
」
一
一
画
一

一
一

《
一
楪
一、哀､一､罰ｸﾍ澪/全一'、C鍾舎へ#〆、 =f"､､蚕冠ん､学

._G=､

↓

逗
舩

一

声
一
一

幣

至向
Ｌ

Ｐ
〆

C垣､墨一 可

～

一
一

、

靜査J室轤s
L

一
唾

心
、
一‘-ず-ざへ鐘笥パ当吟涯

二一号-ふ、_舎ffg
一

－

S_』二W命噂rt痩鱈“二脚ﾊ金一､雪柳〆･･尋"二重十Q〃

一＝‐ 一＝一一 ・－－句訶一L 一 戸一 －一－－－－=-＝ー
一一 一

夕●L －－－



一

ｰ
■■■ー

二一一

P

内

~

Qャ

〆
達
純
一
針
囎
胃
ん
芋
傭
シ
論
・
し
六
群
書
誌
‐
叫
碓
」
川
仇

Ｉ

拳

ｉ

鯵
〆
む
く
ゞ
１
１
ｒ
、
‐
漬
，
偉
』
伽

＃
調
う
儲
フ
丁
稚
基
哩
爾
ハ
ち
ゑ
可
〆
釜
ヲ
竃
〃
４
，
１

｜
｜
玲
拳
や
島
ｒ
ｌ
ム
マ
２
ヤ
ー
嗅
卜
《
｜
議
薯
レ
テ
ラ
蔓
／
が
Ⅷ
”
７

１

挺
史
し
誹
全
梨
三
Ｉ
繼
叩
ト
ハ
似
壱
ノ
盈
句
ノ
剥
丁
わ
み
，
Ｉ
側
，

甫
菅
ト
ー
ム
ー
ャ
、
し
緋
二
患
嚥
う
鶴
嬢
亨
ｊ
重
訂
蝋
γ
剛
７
↓

詑
言
貧
請
人
二
通
辱
人
耀
密
捜
人
呼
備
７
倉
『
不
噂
叩

鳴
ド
完
石
蒙
詞
息
登
美
準
皇
‐
今
沸
・
擁
１
Ｌ
，

、
毛
処
簿
＆
毎
画
で
、
〃
Ｂ
７

塁
ラ
ー
時
ノ
嘩
三
垣
↓
レ
謬
乎
花
葛
４
杯
銭
今
冬
奪
我
攝

童
践
二
↓
栽
井
多
降
す
司
寳
鳥
人
二
軽
重
ｒ
八
棄
馬
，
雰
寄

１
１
１
‐
‐
ｌ
Ｉ
ｉ
‐
ｌ
‐
ｌ
‐
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
４
ｌ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
伯
Ⅲ
ｒ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
り
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
肌
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｄ
■
■
■
■
■
■
■

１

１

階
晒
伽
。
ゞ
バ
ー
霊
桓
雁
父
Ｊ
Ｚ
Ｉ
〃
ｈ
７
２
ぺ
り
Ⅲ
，

御
ｙ
〃
公
人
地

ガ
ハ
レ
ハ

●

も

弓

P

F

L

L

■ 』下一. ‐-＝■吟 一 一



、

PK 5-gず ゞ
戸

倖十個r‘ﾍせﾍｷｰ･し｡－，K ‘－ 〆
房

■

ら

ｄ

ご
－
Ｆ代

声
０１
』
Ｂ
型
、

ａ
毎
Ｐ
』昏偵

・
‐
ノ
ー
俄

つ
一
１
１
１剛

稿喧
一
路岬

（
〃
ノ
：
，
夕

炉
蝿

由

dｰ

一
一
一』

､1Egw
、 卜迅一.一 一一

齢』－ 戸 ■■■
ー

〃
『

一 一

、

|函,ﾚﾌ<は‘ご線袋奔F､"
一

‘,録,ふい
一
一
一
ア
ー

〉
繊
半

へ
糊
側
室
侭
、

》
』
即
Ⅶ
‐
避

胡
鼻
も
榊

轍

揮
窒
秘

紬

時
津
一

柵
漣
蝿
哩
釧
縄
へ棚一

擁
期
錨州
燃

駅
侭
》梛一

禽

帆
一
帥
思
い
一
‐

べ
一
理窓I鞭′柧一ﾑｰ'1 岬、 ベ

ユ 一 ヘ
ヘ

ー

〆｛ 胆杁解詞駄司 へ喧青や鋤ヤーへ

一

(,鼻 、

縄 〆
、

１１側
0

叩乱立､-． ▲ー

▲

嘆唾侭
『R窪吟 ﾜペ

～一

●

一言令衡』-、篭,畝ﾙｰ≧､､戚罫-Ⅷ苫､皇ミ
ー

ー■■
一

宇- ‐ L
、

－
｜

’

｛
輻
、

蝉
幡

ぺ
仙

幽
一
零

募
一
ゞ

／
へ
、

赫
種

や
べ

峨
嚥

鮨
淵

碧
》
画
罐 罐怖憶!､(鼻騨蝉べ種､畠冨-塁'‘,鯉や

、

Ⅸ、茎二､､．三一一

椒竺'iIMA斧竺綿心献馴j=､PW-ユミ云代-卿-,‐ー

<黒,や〆悔小侭餓IJ冥妥幽蕊'､心鞭､､ゞ 喜一ニーヘー
一－ 一▲

r－ 一

縄、1，向F､<や棚買兵側へJAr､a､m竺蝋ﾄ愈酷､槻一一 １

軍

謡(， 耐,重一興､'ir,4純獄紛-△・
一

癒縄、‘Iﾊ《ｬへ鱒･lj

心
一
【
ぬ

》
一
、 言

点T、、

､ぐく聖
一

堂膿岳KIF $1

’
１
１

■

や咋似畷細く上具牟 廼j

jf､$乱､r-lt-1侭膿､靭鰄へく鴎
一

砦佃Ⅷ、ぺi心、
－

へ1点← 〃
へI 、

I



‐

ノ

） ．

、

●

’ 全

狩
－

1人 i
ヤ f霞一

一

おル ー
12、

嶬雛I
ノ ，、
剛 i秀

垂 包：
無kツ 、 11

蝋ノ
丸奄

し〆 リ

堂
－

7 《

ヤ 1嘱

可 ”、1I
1

‐

『j唖ア
1

ノ

｜砂 1

1ゼ
12r , L･’f'

、

》 P

ノj1 I II
f

画

ノ
ー

一
ち
ゆ
叩
一
＆
「
、
、
い
凡

，
０
匹
四
１
’

ｐ
い

つ
，
久
鏥
砿
入
Ｐ
Ｌ
Ａ
〃
１

ｐ

。
■
「
■
Ⅱ
１
、
■
■
１
１

楓
、
し
詩
１
－
テ
ー
鎧
‐
一
子
‐
尋
．
１
，
１

３

４

上
ノ
ム
虻
講
｜
↓
レ
ー
ィ
ー
ノ
淵
マ
サ
祁
癖
リ
ケ
室
ｒ
順
Ｉ
Ｙ
、
‐

（
印
画
一
ｈ
画
■
■
■

』
８
０
零
分
、
Ｉ
伽
襟
以
尭
呼
食
通
－
２
７
７
氷
，
ｆ
Ｉ
睡
ｚ
基
‐
副
馴
。
。
口
‐

０

１
１

ャ
ｖ
衝
，
ラ
三
審
ハ
汀
二
一
ず
ノ
乾
，
貢
‐
，
獄
言
寄
狩
＃
‐
｜
ｚ
’
‐
勝
‐
冤
炳
孔

ノ
詞
一
プ
錆
テ
冬
ノ
羅
胃
ノ
魯
噂
／
吋
灸
裳
零
訓
魯
．
蒋
鳥

０

一
一
ゼ
曇
聴
ノ

１

三
一
箸
曾
↑
〃
吋
ァ
耗
一
・
暮
寳
妬
｜
弗
一
鍔
ト
バ
強
７
‐

町

小
心
ノ
偶
‐
”
″

領
皇
ハ
窪
↓
脅
違
懇
調
う
↑
騒
ぐ
‐
舛
二
へ
伽
諦
ノ
騨
川
１
７
。
－

８

１

言
享
一
艫
》
℃
柳
一
一
伽
諾
ノ
蚕
尭
ｒ
ｆ
う
ち
綿
／
摩
祁
妄
《
‐

ｐ
ｒ
Ｕ
■
■
卓
Ｂ
ｒ

〃
７
〃

噺
ハ
ー
仮
矛
二
能
脹
十
人
暦
唇
『
／
服
歩
詣
ｆ
ョ
ｈ
ｊ
片
唱
蒋
１
別
ノ
咄
祁
〃
－
７
シ

ー

令
遷

、
竹
口
。

強
諏

胸
函
帆
室
ハ
ブ
婁

爵
舗
牟
索

爵
満

Ｉ

ノ
ニ
マ

レ〆

憲
角
す
う
雪
ハ
ヤ
会
久
一
愚
腿
ノ
幻
フ
ー
縦Ｉ

I』
ｌ
建
兵
↓

ノ

、、ー

一
ル
ー
ー
ロ
リ
／

"、

1

』

写

恭
ノ
朧
寸
雪
フ
堂
乞
蔓
息

ク
ト
｜
全
ル
鯰
鋤
雀

Wづ
入 五
一へ

＄ ’■

しク リ

義
泥MリP~

ｷIRI n

'i
妾

ノ
込
稻

一
一

1

1 ‘I1'l
I

1
I'「

ワ

、
。
《

“
利一

で
I



一一

r

産
．

■■■一

。ノ

一一二＝-＝二一一一一一一
▲

,藩？’
I9

Z I

＄
角
の

・
々
輔

℃
宮
Ｉ
ゑ
そ
ｊ
み

た
丁
勺
，
ノ

為
１
１
雷
鳧
命
弓
へ

奄

脇
１
“
琵

阿
、

葱
み
ぬ
千
芝
ｈ
古

極
愚
あ

り
で
冬
Ｉ
竹
内
“
１
り
ｌ
ル
籾
も
“

撤

驚
人
ｗ
零
Ｊ
呉
修
猛
毒
潅
警
象
４
１
＃
川
脇

尺
斗
蟻
窟

Ｉ

勤
荷
琴
～
や
砿
噌
命
私
ｒ
と
凪
ｒ
Ｔ
麦
胞
と
椚
岬
‐
狗
伽

、
Ｚ
脾
司
Ｉ
Ｉ
Ｔ
６
斤
Ⅳ
帆
・
ト
リ
－
，
小
’
’
’
一
、
１
Ｍ
山

好
今
人
Ｗ
禅
寺
ト
ー
、
人
手
ア
貝
私
聾

汲

艇
の
℃
｛
扮
憧
や
Ｌ
Ｉ
ざ
て
↓
象
１
Ｊ
駒
１
１
１
１
含
侮
１
Ｊ
う
汽
習
’
〃
＃
岬

誕
、
７
ｈ
．
頑
ｔ
蒲
鳥
、
掘
下
眞
尾
ｊ
や
循
岬
が
心
．
山

ハ
綱
ｉ
寸
八
↑
》
冨
叉
藏
女
ｌ
ａ
の
み
〃
心
ろ
り
更
工
面

た
ご
為
ｉ
７
総
う
了
為
苫
Ｉ
《
右
巴
為
ｊ
５
Ｉ
》
γ
ね
命
脇
ｒ
削
吟

ｄ
■
■
画

i

f

マ

一
■
■
■
■
■
■
勺
Ｄ
ロ
■
ロ
■
■
■
■
ロ
■
一
一
ｍ
ｍ
《
即
ご
■
１
１
１
１
１
守
川
ｌ
Ｎ
ｑ
１
１
“
１
１
』
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｕ
】
ｇ
■

．
‐
，
．
ゞ
０
．
，
０
‐
‐
Ｉ
ｌ
Ｒ
ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
ｇ
１
Ⅱ
８
■
■
且
』
‐
Ⅱ
Ⅱ
Ｗ
１
０
８
■
Ｈ
Ｐ
ｌ
；

Ｆ
１

一
堂
Ｘ
赫
謁
咽
ゞ
八
憐
‐
』
Ｌ
二
雪
飽
１
‐

１

、
。
、

乃

、

明
く
－
７
甥
櫛
価
ノ
瓦
患
ザ
ム
ー
リ
ぞ
ゞ
‐

Ｉ

お
島
一
手
１
句
陰
く
１
Ｔ
ｌ
心
ノ
ザ
仏
直
勺

Ｉ

イ1 I酢
ユ
ロ
巳

′、
L

p

曾
I ノ、
徒
や
ャ
也
鯏
弥
乃
櫛
１
．

１

予
〆
卵

■

可

一

』

１
』

１
一
一

ハ
入
紫
噸

一

L五、
６
１

I

１
や
１ ル1 L

1 ’

111

110

1，

1

､と一

､

I
上

闇
1

一



一

一
一一 一

一 一一 一 一・・一一

1■■F－

彦 一

､

あ

＝預零菅~字－1
1

杢

ン ノ
鈴ン

向 ｜多丈
を ，、 ブ

雪 ｜

蓮建' ・稗
メ

繊1－

シや

満’し

董剛’偲
今

莚
し

糞

鷲室 ′諭
’

0抄
〃 今

f.一

彦 ‘宝 ’･（
Lg

V しWw D

リク
ノ

ノ） 1PF

ア －

11 ’｢ ,Ii' Wl，

1
ヨ

j

J )イ
ワ

7 ’ 1

1 1 ' | |’’1劃 ごr
j

j

－－．－－一二一 一-一一ｰ一一一－一 ＝＝＝＝主一一 --..一・.’--． ‐一・ 、.‐ ■

え
砲
や
’
一
内

■
■
■
●
■
■
９
基
ｇ
白
■
■
■
冑
■
■
口
Ｚ
ｎ
■
■
●
■
＆
■
■
■
■
Ｆ
■
Ｂ
■
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
一
回
■
■
一
■
■
■
■
■
■
■
画
一
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ
。
■
■
■
■
“
■
■
ら
■
■
■
■
■
■
■
四
厘
■
■
■
■
ロ
ー
ロ
ニ
ロ
■
■
》
凸
■
ロ
ニ
ロ
一
心
阜
五
■
・

屋
尽
壷
寓

ｋ
ｌ
仇
〃
Ｚ
島
側
し
〃
』
か
司
１
Ｊ
、
ｂ
了
、

ヤ

ブ
争

斗
、
β
・

差
，
鉛
》

１
つ

ｈ
ｌ
Ｏ

１

で
？
芋
俺
十
一
、
川
．
、
瓜
‐
‐

あ
も
く
℃
学
４
分
や
Ｌ
Ｉ

ｎ
官
■
■
１

亀
零
１
噸
又

が
食
噌
卿
典
笹
ｒ
｜

綴
り
二
元
槐
ノ
句
ル
ョ
ハ
‐

ノ
ー
粍
十
ル
ラ
与
溌
瞳

，
塗
〃
紫
ノ
苦
口
裳
ヲ
鐙
邑
一

聡
韮
う
り
命
幕
下
ノ
夢
一
冬
弐
‐
下
〃
榊
電
Ｊ
ｒ
〃
１
７
．

丁
吋
ｒ

量、
ル
ハ

ノ

全
■
■
■
『
・
ロ
ロ
■
■
■
■
■
■
ロ
『
ｐ
ｂ
Ｕ
■
■
一
■
■
■
二
回
”
■
堅
一
■
ロ
ニ
ロ
、
■
垂
竺
■
■
■
心
咽

ハ
ロ

1で

震 ●

尭
／
⑩
｜
え

１
，
Ｄ
Ｌ
Ｈ
、

ｑ

ｌ二
抑
７
苛
凸
レ
ハ
ム
Ｗ
韓
瞬
ノ
“

ブ

一
■
戸

「
画
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
口
轟
■
ロ
“
ワ
△
■
■
ワ
。
』
ず

ト
ー
Ｌ
Ｌ
鶴

ノ

一
一

１
１ １

１

寺
Ｉ
Ｆ

灰
靭
釧

ｊ
、
，八

L
＝一一一

一一一r－-一 _ . - -.-- ----- ■■L一一一 ー

－ 毛

‐ ＝‐‐一‘,1i'一一一



一一 －
ー －

－－二言

1

陵 ー~一一~－． ．

●
《

0

ご

’
一

一

一
一

二
一
一

一
■

一一

一
Ｉ

〃
扱
い

税
上
人
，
三

一
４
斗
認

一

’

一

一
圭私
口'し

顎 ゴご
庵グー 1

奇
二

歯
字些ア1レ

機”

奔椛
1唾

縛招
一

桑的

←一一

３

１
２
Ｒ
１
兆
“
．

I

良
Ｊ
ｐ
０
８
Ｉ
８
ｌ
ｌ
ｌ
ｖ

、

尽
こ
藍
ご
ロ

I

０
１

施
噌
不
懲
急
／
喚

請
緯
鰯

』
』
二
■
二
一
■
一
■
■
。
ｌ
ｌ
Ｉ
ｊ
“

ご
壷
フ

’
‐クニ』-‐一

愛読〃

，

‐
ｌ
‐
０
－
，
ｌ
‐
‐
Ｂ
二
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
●
‐

ト

ド 、向

人
誕

．
Ⅱ
Ⅱ
旧
皿
ｐ
－
Ｔ
へ
》
〃
。

、
Ｌ
，
●
↑
ワ

１
１

｡II

1II"
－7

重，
ゴ

ノ

･1IZ!
F、』

ｂ
Ｂ
▲
ｈ
Ⅱ
■
Ｆ

ｌ
１
イ |’

1

〆公．
ソ’

I

|| － 』

一一一甲

ー一一一

一
二
■

d■■－



－ー三－－－－‐ー一ヨ
ーー ー

ダ

＝

』

－－-一 ･ - -

’忽
〃
ｋ
７
ｎ
～
人
７
窮
排
Ｆ
戯
側
う

ｰ ‐ 一

イ

－

句
七

b

IIf7
I

小1
a

為
＃
７
れ
も
峨
机
く
州
伽，

詮

そ
T

一

、
‘
△
ノ
噛
竺
』
了
‐
、
や
む

告

1勺W~

II#
ｆ
心
境
Ｉ
〃
Ｉ
ｒ
恥
い
い
ｒ
Ⅱ

』 簿

刻、、

＆ ア

刺1W I
〆

1
J

Ｌ
Ｆ
Ｉ
ｌ
Ｂ
Ｐ

ｌ

ｂ
０
趾
ｖ
、
ア
“
ｒ
Ｕ

1,7J;，
W
ア I

、
人
・
↓
刑

当
Ｉ

、
、
Ｊ

ロ
グ
日
日
且
，
〃
■
ワ
ｌ
ｒ

ｒ 」 し

'1P

『

１

，

１

１
４ 刀'

1
|’う

7

J

、

I上
》

4I

●

イ灸 上
・
湖

地
歩
鞄

■
丘司

qー“＝-. ‐ 一 一＝一一字

ー

●

‘
－-一一

一



ー一一－

ｰ一m

り

、

グ

'

〆

！
Ｉ
血
１
１

ア
ー
ｈ
ノ
狗
又
み
つ
丘
～
１
１
２
″
式
綴
り
川
‐
‐
‐

可
凸

や
４
廷
の
会
悔
と
＃
ア
ｊ
ｚ
ｆ
此
～
呵
功
１
⑳
〃
１
帖
１
」
釧
帆
剛
．
↓
‐
恥

壹且

一
１
０

毒
と
ｎ
ｆ
ｐ
Ｙ
あ
み
亡
７
曾
ｒ
今
生
Ｉ
章
４
７
！
‐
‐
湖
廷

姶

ｊ

Ｖ

》

老
物
れ
等
Ａ
の
り
い
ふ
Ｊ
Ⅳ
蹄
訓
１
１
ノ
ザ
幟
、
Ｊ
主
７
１
１
，
，

■
■
ｋ
Ｆ
Ｐ

Ｊ
且
Ｉ

瀞
ａ
ｓ
と
偽
１
ｆ
肋
～
に
源
↑
へ
の
寺
ぐ
む
の
孔
多
側
‐
ｒ

、
■
ｐ

ｆ
７
、
Ｄ
Ｉ
ｌ

ｊ
ｊ

嚥
和
と
ｈ
そ
町
鬼
み
ょ
託
と
唇
久
の
傭
わ
今
＃

し

一
切
’
産
帯
も

称
，
そ
Ｌ
易
１
１
へ
み
’
２
又
、
，
黛
違
言
・
伽
４
鐘
－

〕
ｉ

工
な
鵬
△
雫
三
ｌ
稀
や
尋
吟
～
§
え
鳥
の
り
ｉ
ム
ー
ｒ
・
答
．

１

１
Ｊ

仏
雪
童
嶋
一
之
限
欺
稔
の
ぞ
０
片
そ
あ
う
少
”
呼
裳
の

み
ｒ
か
１

画
蚕
感
Ｉ
’
て
、
炊
く
樅
吋
を
急

凡

ｌ
Ｉ
Ｉ

－
ｋ
恥
司
１
司
司
ｒ
ｒ
手
、
ケ
冷
畔
一
尾

ｎ
ｑ
Ｉ

４
０
０
■
■
且
■
■
■
■
■
■
■
■
■
８
，
■
■
■
■
“
冊
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
Ｕ
■
■

●

１
１

《
竪
面
且
一
重
■

」
で
Ⅱ
ｑ

－
ｕ
二
元
》
己
９
可

一
一
吋

１

、
、
ｌ
Ｕ
イ
”
’
四
、
ｈ
、
肌
Ⅱ

降
醇
０
乳
雁

う
単

つ

ム
ー
↑

て

ユ
タ
↑
伽
や
卜
《
１
０
１

I

１

１
ｌ

ｌ

Ｐ
１
Ｉ

『

堀
上
屋
解
．
、

嚥
稗
、
」

私

Ｌ
可
，
″
刃

弘

１

ズ
｜

ｂ
Ｌ

蝉
謁
引
削
，

俳
話
ノ
調
７
蟇
、
し

曇
童
へ
、
‐

悔
仏
切
浄
上
、
札
ヤ
Ⅲ
ｌ
‐

唾
、
ロ
ロ
ロ
ロ
．
Ｌ

１
１

Ｙ

１

ふ
夜
１
｜
か
壺
唖
又
え
零
含
可
ノ
牧
霧
？
ｊ
Ｉ

Ｔ
〃
〃
、一
Ｌ
画
１

灘
‐
ｒ
↓
ム
ハ
ン
誠
凌
仙
雲
．
侭
７
＄
、
〃
Ｌ
い
』
蝿
９

鯛
妻
霞
毒
浪
ノ
丈

／
参
一
基
ア
リ
ｒ
称
ゑ
し
慢
）
雪
浮
塵
芙
訓
殿
サ
メ
獅
碁
〈
彼
胸
〃
溜
い

純
化
韓

諭
尊
一
息
巾

１
１

Ｌ

Ｌ

１
℃
″
ｕ
、
ｂ
空

ｈｌ

h

L

L

二
■
ロ
マ
ユ
ロ
■
司
画
■
一
■
’
一
唇
一
画
二
一
■
一
■
宮
一
■
ヨ
甸
印
。
ｉ
凶
■
■
『
・
【
『

1、

’

ｒ

｜
■

一 一

－

ー

一
ー世 ｡ 三 ＝

Q■

一ー一ー一



一
一一 一

F ‐一＝ー~一

』ｰ
ツ

0
接

、

､シア

l
手
と
猫､つ

く

怖

傭
の

み

I|
ｰ

こ＝
、

’の
ゴ
ダ

1ア
〆( 屯

V、

I一

』

刀
冑

狗
、

－
７せ

’そ
”

レ
ル
に
‐

し

b

h

癌 一
一

､a

》、

1

一
一

賎

I

才

I
1，

p

も
』

ヴ コ

旬

ロ
ク
戸

可
１

巳，

V砂

II>
グ

て 』 1

｡

P

一一一--

■
~－一一 口一

U

『

■

ー

畦一

二 一

画一一

一一



一

＝

▼

‘■■■■■ 一 一一一一 一-一一一必

‘､で－1)､入9,s､>、ざ蝦4シ
ダ

ー●

’

~．q蝿4
V r

争紳

I

頓
。

嘩
背
、

１
－

『
》

『
一
ー

（･呈さ＃

芦､s、L 、－ 〃へ、－判
～

蛾霞迫一

一一 ℃ .

一

､』ず州
’

｡

一 S心寺"l
〆

脾？－

グー鼎へ〆垂』ー

一
風ブ／、 牌

■ ‐二

6-もＬ一
一
、

一

一

一 一、
7

一
へ

一

一
一 一

（
〈
』〃

‐
・
皇
国
》
，

罰
国

』
》
グ

Ｑ
）

，
ご

哩
私

、㎡

を

可
Ｌ

a
ー

二元 寺

識諒到
‐

.少．

１
0

一

溌毫愛子卿R岬ｰ艸制榊鳶RIK豐譜､岬執､右義や片
感ン誇餅轍

一

＞ご堀又“可
マ

勘‘‘た為､心諜部方今）
ニ

ー色一心

■
■
■
■
■
田
旧
司
１
１
Ｅ
Ｉ
Ｉ
■
Ｉ
Ｌ
二
日
Ｉ

I

鋤肴沸､吾1聯地～一戦で￥ ，齢誕＞ 蕊王二二号 3．9一一酔＝ず､ゴ玲刈一一 辰

マー

ゴッrぐ予雪でご‐、諄きj､け ’一 一八．4－汽､j‘v5弓･『▽､ブーー
ー

一

雲鼻湾 ／さM
丘

3
－ 一一

｜旧
一一■‐

令弍一参ン局,ご興昏＝己一
里

』 ヨ

グーターグ
ー

L

h

ゴ

P

ｊ
Ｆ

一



甲

’

6

白
Ｉ
Ｉ
６
９
Ｆ
７
０
Ｓ
Ｉ
１
ｂ
ｌ
９
ｆ
６
８
５
０
ｊ
ｌ
８
０
Ｕ
０
Ｈ
Ｂ
■
■
■
８
６
０
回
■
且
■
■
８
８
１
日
，
Ｂ
Ｉ
Ｂ
■
且
日
日
■
■

ノ
、
も
、
念
凡
も

画

食
判
摺

ぐ

零

サ
ュ

才
甸
、
’
た

花
雰
ろ
。
川
‐
‐
？
，
～
Ｊ
‐

の
順
淘

↑
や

息
１

１

と

１

１

’
津
』
鯏
則
ｒ
登
痴
堕
一
房

火
哨
命
少
ａ
今
苧
尤
姉
毛
耽
奔
＃
娩
令
１

１

１
ア
ラ
バ
宵
縮
〃
向
収

’
賊
婚
可
八
一
丁
か
ム

（汐

狼
鳥
葬
ハ
種
斗

I

I

１
１
‐
１
１
１

め
彫
０

、
Ｊ
船
岡
ｕ
を
〃
ふ
い
勾
瓠
、

ｌ
Ｌ

Ｉ
１

’
詞
γ
多
垂
テ

１
窓
、
４
４
卜
鳴

、
落
人

Ｌ
、
つ
Ｉ
【
口
、
Ⅱ
６
Ｌ
■
ク

ー

ー

！多
剛
暫
野

皇
ヘ
レ
禰
階
丁
／
・
‐
‐
〃
Ｍ
〃
川

」

如
郡
ｒ
〃
，
Ｉ

，
一
、
与
均
入
１
１
へ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
山
１
１
１
帥
１
１
■
■
旧
■
■
耳
Ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｄ
■
■
■
■
■

（

’
八
砂
１
７
句
Ｊ
妙
妙
７
９
ノ

〃
ｒ
砥
、
つ
毎
や
一
旬
Ｉ
へ
偏
咽
ｒ
舎
建
１
７
，
ｔ

池I
k

、

1
秒
／
鰻
ｊ
Ｅ
″

■

警
令
但
し
糀
胤
《
和
″
‘
‐ｆＬ
■
■
ｌ

到
１

罫
う
を
誌
誌
』

■
＝

1

冠
L〆

I

ｒ

ｌ

Ｄ
■
Ｆ

Ｊ
Ｉ

〈

グ

ー
Ｉ
Ｐ
ｂ
恥
ロ

ー

弓
。
Ｊ
Ｆ

ノ

ュ
キ
き
Ｉ
ノ
ー
緑
診
４

＝

、 公
排
１
．
８
－
州
１

戸
〃

で ハ
秘
Ｙ ’

1

11
0



一

一
一
一

一
一 a’

紗一

，

I

＝

〆

I
の
九
入 ｂ

恥
盈
１
、
〃
の
一
ね
Ⅲ
唖
心
わ
う
ｚ
み
り
ん
、
よ
ｆ
勺
Ｆ
Ｉ

Ｉ

こ
く
ｋ
↓
難
Ｉ
島
ｆ
ｆ
綾
附
１
も
否
Ｉ
橘
’
狸
ｊ
ｎ
可
均

、＞

、
、
ロ

ー
暗
』
一
迄
Ｗ
Ｊ
Ｊ
Ｌ
制
Ｉ
１
１
ｌ
Ｌ
Ⅱ
ワ
い

、

ｌ

■

姪
イ
ー
ミ
ー
Ｊ
‐
＃
寝
、
‐
叉
‐
ｈ

そ
一
一 ー

､』職

又

！
＆

典
拠
関
吏
鑑
陰

兼
子
と
奴
キ
ノ
ケ
鵡
盾
メ
レ
脚
フ
』
７
，
，
Ｆ

１
ｊ
伽
蠅
川
ｌ
‐

心
疑
祷
今
溌

１

常
レ
テ
参
弐
，
秀
剥
す
ラ
バ
橇
長
ノ
向
島
争
い
刃
／
、
篭
７
」
Ⅷ
，
㎡
４
〃
，
／

歎
樹
望
元

豫
梨
叔
鞠
皇
雷
＃
運
ヲ
尋
へ
‐
皐
八
Ｉ
領

し

も

鋒
有
毒

ヨ
刀
協
陥
叺
二
八

神
亙
嶋
二
任
多
共
｜
皇
駐
奪
ｆ
召
園
在
尤
切
患
，
，

誠

I
の
脇

’’

｜

’杉
、
、 シ

い
ク
ヘ
ユ

を

■
守
り
吻
畑
Ⅷ
ｌ
ぽ
い

一
ｍ
】
”
ｒ
』
、
ｊ
日
■
日
日
『
『
Ｉ

酢
、
Ｐ

叫
雅
１
，
為
を
１
１

’

ｂ
日
日
且
▽
ｈ
百
日
■
９
Ｂ
ｈ
Ｌ

■
Ｉ
■
▽
１
１
１
Ｊ
ｌ
１

Ｕ
司

刀
丘
ｖ

■

３
１
１
１
１
１
日
Ⅱ
日
日
ｐ
８
８
Ｉ
Ｏ
０
０
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｊ
１
１
１
ｊ
９
Ｉ
Ⅱ
０
８
日
■
且
■
９
０
９
０
１
月
８
０
０
１

1a

〃
-,色

､|I
上 ｈ

ｊ
刊
〕

１
、

価
I

’ 【

I
t,

1烏
b

j '

1‘『

例I1I ’▲
Ⅲ
叩
Ｉ

ｰ --

「

’
弄戸； －－ヨーーーーー

■ 一



一ー一一一一~一

0
▲

‐ -－
－

、

‐

ｰ

Ｄ
Ｐ
ひ
〃

含
忌
裾
支
呵
の
お
；
Ａ
Ｘ
零
ｔ
し
劾
呼
陵
‐

の 環
募
だ
？
召
と
才
１
１
‐
へ
て
刀
ｆ
出
帆
ｊ
勺
も
・
喝
‐

１

貫
子
民
蛎
の
耐
ｆ
や
Ｊ
灯
７
ｊ
く
み
４
罫
抵
凹
叩
ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｉ

ｄ

I

|｜、

欣
韓
沁
俸

殆
亜
》
う
《
八
，
１
多

■
一
■
■
■
■
■
■
■
■
５
日
Ｖ
１
０
Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
″
ｕ
色
■
Ｂ
■
■
■
皿
■
■
■
■
■
■
ｚ
■
■
■
■
■
■
丘
も

‐

て
ー可マ

ー一

齢巴
ね 、5

盆ら6
－ 。つ

ち ー猫I
⑳ 』哩迭

一

わ
、
う
七
一
諺
１
２
１
．
‐
〃
‐

，

ｊ

ｊ

４

、

’ 1
可

』

１

謹
文
一
戸
も
〃
，
、
６

ノ

「
も

削
患
を
吃

Iを

欣
淑
ば
り

Ｊ １

。

I
V，

１幅
肘

jj ｣| |夢
』

4
1

．

1 h

q l

I

’

｜『

方
』ん

わ

』 『

ilロ F

1

蜜

I （
$可

P

－ー一二一 一

0

。
』

■ 一一
－ －■l■



－－＝

P

I

ﾛ

シ
ｊ
ｈ
Ｉ
》

－－＝一一

1，
ユ
か

、

1
一
一

イ、
ｒ
ソ

の ｊ
『

〕 1
つ

’1 ､う
ー

1

1

~

乙 ＝

ヤ
ヵ
‐

汐

1 '
八

L
1

2－、
好
、
ク
ヘ

１
之
剛

，

豆
《
Ａ
篭
の

！
I 、

可

、

I
I 1一

■

血
ｎ
画
《
血
Ｆ
Ⅳ

盆β

‐

＆

Ｌ
Ｂ
且
Ｐ

ｊ
■
■
■
■
■
■
■
■

、

＞
q卜



ーー

｜
Ｊ
１

■ －‐
＝三

－
１

ヨ

L

vI

n

炉e一

’ や
、

、

試
手
侭

の
ぎ
伊
喚 偲

机
の
ノ
リ
Ｙ

入
Ｉ
ｆ
４
４
１
川

1
上
二
口
謡
久
零
ぞ
り
人
蕩
〃
今
別

蜑

上
験
の
あ
罰
ヶ
仏
？
～
・
川

β
』
株
価
ふ

り
１
帳
１
１
小
ｊ

ｊ
〃
燗
ｊ
●
ふ
り

盛
阜
‐
夢
Ｉ

Ｌ

Ｊ
日
■
■
■
■
▼

ｂ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
日
日

ｈ
■
Ｕ

Ｌ
ｒ
１
Ｉ
Ｉ
１
、

I

。

｡肋

■
■
Ｆ
０

I

11 』
『よ

〃L

1

▼．‐ 、弓－守 ■－ ■



一

p

l

e

ー

－一
ひ

６

ト

キ ｜
で
』
ｌ

－

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｄ
）

一一

ヤ

リ
ー

ー

Ｌ
Ｐ
Ｐ
。
■
■
■
ｒ
ｂ

ｌ

ｊ
別
‐
夕
肖
０
．
β
〃
・
知
「
ノ
ー
、
４
１
易
・
４
１
１
１

、

ザ
一
参
コ
，
、
，
う
え
浴
，
偽
為
，
尭
吟
卜
街
，
ｉ
“
＃
‐
‐
＃

，

１

１

二
つ
し
尋
１
，
㎡
雌
＃
１
ノ

ムク
ら 恥

溢
・

誠
一

一

一

泥
土

当

一

一
１

雰
帝
ｌ
吟
か
～
Ｉ
猟
守
且

１
１
Ｍ
ｌ
拙
一
，
卦
川

Ｐ

ｊ
Ｆ
７
１

1℃
h

一
一

一

￥

』

’
ｄ
ａ
Ｏ



h
も －

Q

夕

ｰ一一一一一一

言蕾

ｲ旦
多
わ

童

を
,：鴦

幸和
脅’卵；

署皇 孟 ゞへ冥

蕊1 I

1麺睾専
一一一

蝉
予
狢
ャ
貼
偶
妊
餐
紘
鍵
評
皐
蔭
亨
朧
橲
芙
溢
樟
看
ャ
ｈ
ｖ
フ
″

０

◆

鯉
げ
ゐ
へ
孤
柳
，
寸
お
垂
守

ｂ

養
そ
え
穂
の
差
，
＠
今
蛉
素
読
彪
義
曾
燈
噸
１
鮒
榊
履
’

１

‐
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
●
；

●

ｌ
Ⅱ
Ｉ
０
１
１
１
ａ
０
０
１
Ｈ
§
Ｏ
８
Ｈ
ｑ

■

』

ト

区

由

0

0

◆

『、

1－
＝

を
戸

＝一

ー－ －▲口司



口
で
垂
丁

１

一一
_ ． . -- ------.百

‐ ．一

、

、
域
渉
・
ｒ

ｊ
つ
い
１
，口
、
、
０
口
《
も

全

吟
肪
坐
短
受
。
‐
・
‐
、
ｉ

アー

舞
珍
経
卸
さ
の
凸
於
’
Ｌ
て
・
Ｌ
ｌ

ｌｌ

可１

Ｖ

１
１

１

1‘



●
一

？

ー
■■■■■■■■■■■－．．－－－－－－－－－ ＝三

一
一

■

ー

P

Ｉ

､

＝ー

I
一一－－－－

金
聴
鰐
言
ざ
も
他
ら
似
岬
鵬
も
ｊ
喜
ぶ
、
《
動
瀝
？
↑
骨
苧
吟

沖
を
七
旦
硬
ｈ
《
凪
ぐ
肘
ふ
け
、
ふ
み
む
け
も
診
一
慨
ｌ
も

や
い
叩
イ
ー
号
ら
敗
れ
班
岬
感
丁
鬼
ら
十
ピ
サ
そ
の
丞

易
に
入
十
九
歳
催
剥
Ｉ
い
ぞ
ｆ
皇
ｒ
９
ｊ
牝
弛
ら
町
般
削
り
Ｍ
１
’

狸
会
議
ハ
頓
挫
二
・
レ
ラ
俊
二
鳧
菟
雫
坑
を
３
１
㎡
、
Ｔ
毛
‐
ハ

ー
１
１

↓
芽
わ
チ
ャ
》
乙
姥
淀
二
伽
誌
ノ
客
訓
‐
へ
淵
。
い
↑
・
Ｉ
諺
，
Ｉ
侭
ト
ノ

ー
蕃
誇
三
℃
？
ラ
ヶ
ノ
ル
号
卜
伽
識
ト
ノ
棚
つ
ま
ジ
ふ
ゞ
菅
〃
衾
一

、
踏
台
奇
〃
琴
乞
冨
一
一
塁
刊
ノ
ら
が
ノ
花
三
笠
曹
一
７
墹
・
、
心
永
，
恢
手

ｌ

も

潅
ャ
表
ゞ
フ
州
二
教
″
砿
ノ
書
撮
γ
一
三
を
一
也
球
右
左
秘
１
Ｊ
，
価

Ｐ
ｑ

蕃
表
人
等
ｊ
と
雪
ｂ
患
穿
套
菫
議
弾
綏
‘
琴
奄
や
し
Ｌ

●
■
■
０
人
“
■
■
０
・
■
Ｐ
丘
１
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｂ
■
■
■
勺
。
■
■
■
■
ロ
ロ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。
●
巳
口
ｖ
・
■
・
“
ロ
■
■
■
■
■
ロ
■
■
■
二
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。
■
■
■
■
■
●
画
■
■
■
■
■

１

qp

’

ノ

丘

| ｜

|，
』



や

一

一

一

心
宗

■
一
一

両郵踊

１
ソ

マ

ソ
置

く

蓋

亀』－．，へ ‐ ‐‐ ｰ‐
ユ

ゴ

〃 一 一 ’ 1云辛 夙珍 －
－

-,口 ■'ロロ－－『 一－

J一二 一一 一

１
１

11

Ｆ

準
一

■

“
ヒヨ令

〆

一

一
〃
一
《
卿
一
《

一

露

一

心
／

侭
ン山

縄
や
曇

簿

胆

狸

ヂ

売

岬

弁

'’
1

＆
▽

一一＝－ ‐- －－－－．一ﾛ．
＝ －－－

B

’

1
宇』

ー

L



ー ‐

－－－‐ 。

。

V

I '

〃

I

沁
窪
、
，
，
‐

好
１
ヵ

巻
鑑
岬
‐
宗
》
『
″
曲
‐
ｗ
暖
ｒ
公
り
む
壬
？
０
１
ト

ユ
ニ
ロ
、
‘
式

譜
Ｆ
与
呵
ノ
土
、

く
が

り
，
も

の
／
八
Ｊ
泡
〆
１
Ｊ

〃
価
叩
’
▼

夕

軸
砕
｝
！
、
ｉ
Ｌ
幻
、

み
』
争
伽
滝
局
寺
予
、
ろ
‐
｜

ダ

ワ
ｆ
帆
妙
↑
う
Ｉ
今
Ｉ
１
１
．
，

ｌ
」
し
《
ｌ

歌
い
～

。

Ｍ
〃

７
卜

可
変
、
ｊ
勺
、
Ｊ
今
』
、

久
屯
の
の
、
ザ
．
《
，
｜

加
諾
ぞ
Ｉ
ｆ
７
ヂ
ー
，

一

伽
の
‐
諾
入
・

一

重
兵
１
－

遥

廊
Ｉ
／
も
ｊ
ぱ
あ
・

ぬ
ス
リ
ｆ
ト
ー
ｊ
一

、
周
〃
‐
坐
》
，
咳
”
、
一
毛
“
一
』
ヘ
リ
Ｊ
砥
？
一

念

《

〃
し
〃

一
鷲
帆
４
ノ
利
，
・
い
§
漬
↓

妬
，
↑

ｌ
く
マ

ー

ル

１

押
心
咲
価
で
助

哩
／
、
１
・

↓
Ｉ
’
、
多

の
つ
ム
伐
阿
，
耐
臭
し
凶

為
ず
Ｙ
ｊ
，
Ｉ
、
坐
，

可
う
，
ｌ
〈
亀
一

４
Ｖ
上
マ

ョ

哀
感

。
Ｂ
■
■
■
■
ロ
ユ
■
■
■
画
ｏ
ｐ
ｑ
心
］
■
■
〃
８
－
■
■
８
■
■
■
且
■
■
■
■
■
一
■
▼
●

｛
〃

０
１
１
９
１
ｌ
ｌ
Ｉ
８
０
９
ｊ
８
８
ｕ
Ｈ
９
８
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｊ
ｊ
Ｌ
ｖ
〃
牢
″
可

ｐ
‐
』
己
、
■
■
■
口
旧
凸
面
，
庁
ｐ
ｂ
Ｐ
ｎ
ロ
■

■
Ｌ
口
画
ロ
ニ
ニ

ー

ト
具芝と

0

1

尋迂蚤 、-尺亀
鼻
、

&"1Wを
小

乞 ！ ‘ラ ユ q!？ V1審 凡ノ 牡 代
ル － ，値 、 jEw
へ

亨雛,表 '〃急乞 矛
丈 7

1受冥
鼠,、 ゎ ユヤ

会
●

今
一

魅 k予 塑
勘 、 [- b

ン ノ

涜弘 、う

き ↑ 、 下 ｛
ノ

ヤ
室 ‘ 、 ＆島 一 、 、

" ， ‘
! ‘

今 孟 ’

｣

蓄
↓
葦
丞
荊
塁
・
訓
Ｉ
誉
剴
剛
剃
測
馴
謝

‐
／
諺
誰
７
碗
一
丁
顕
ｊ
Ｉ
４
時
７
農
～
ロ
ヲ
ト
ー
ム
ヘ
。
し
値
‐
よ
い
葛
へ
永
狩
畔
』
｜
・
Ｌ
Ｔ

琴
呼
呼
菫
径
入
雷
管
一
備
零
，
臥
刊
ｒ
１
Ｉ

－

戸

I
起

ｌ
ｄ
－
■
■
１

萱

朝

p●

,語）
B

▲

1



＝

′

r 一一一 ク ゴノr-f,
牌Fグ ー

〆一
■■■

ムーと‘－ で-' . ．" ‐『-J～？ －‐ 、－／ ---.
ベ

タョZ一 吾■－ シやぺ9ぃ‐－
～ 一一

_"-J,--A;L~－9.)今分一心-M-<､‘＞I

ぴ

,倉一s割似偲令'91操＜~1－－渭ふ倉ベーーーー ．‐－
』 一

旦

繋
’

１
１

戸

U

ー

一一
I

一一、
一一■－■－■■■■■■■■■■■q■ー

ー

ゴ ■

、、
一

■

坤
司禽

、
一
尽

響
‐

凸

、

Ｋ

い
て
『
ｈ
侭
闇

一

一
一

「

嘘

－

，
１
■

艮

偶

側
、

唾
↑

ｑ

「
■

へ

進

一
妙

ク
シ
つ

Ｉや
侭

Ｉ

Ｑ
－

Ｊ
《

識

パ礁

闇

《侭
〃
《

０

挺
↑徴
」
穂

吋

靴

ｐ増
へ
一
転
‐

〆
、昼

《

Ｊ
へ

倫

雪

９今

唇
‐

信

“

咽
‐
い

、

牌
〆

狩
械
・
』
ソ

’

噸膨－－号

ｰ■■｡＝
ー

L

上一



一

言
一

幸
凸
垂
炉

●

P

１
１

１

〕

ー

一－1
こ
ぐ
約
を
為
ｌ
ｖ
－

1

1

又
へ
三
昧
．
フ
ハ

勅
｜
通
ノ
理
ブ
等
．
ｒ
汁
々
ｈ
北

逼

１

Ｉ
鱒
，
、
Ｉ
、
』

Ｉ

牛
窓
産

窪
ご

戸

１
１

』
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
一
■

I
1

､

Ｌ

成
占
，
一
ト
ー

１

１

1
ｌ

〃
客
ゞ
峯
，

１

と
学
４
１

１

１

１１１
１

９

０
。
■
Ｂ
Ｅ
Ｐ
４

､

1’
き

ｈ
心
』
■
ロ

・
吃
鋲

１
１i



■－－一----_...__ー
b■･･･－－－－－－ ’ -－

1
｡

ーー

↑
一
子

L 両
訓
１
４

I

二

戸

） ､
一

一
一

〃

､、

t 1
｡

1
1面

ー1
” ▲

●
P

＝--.-一

ゴ「

I息

■

賎
、

《、

a、
一

《

&

』I

I

j『P

’

Ⅱ

p

I 』



』
戸

－

9

｜
’

句

■

／

｜
’

一
一一

一
一
百一一■＝

グ

Ｉ

１
１

ｊ

ｖ
Ａ
口

Ｉ

■

■

し
ロ
‐

４
１弓

一
利
■
Ｌ
ワ
■
・
し
、
■
■
巳
可
、

岩
．
Ｉ
，
手
歩
１
画

訊
■
口
創
、金

二
翼
’
１
狼
、
ｌ

や
一
⑫
Ａ
岬
八
為
覆

－

１

些
蚕
！
一
勺
，
』
ｌ
‐
川
‐
Ｉ
ｊ

ｆ
札
一
Ｊ
１
侭
咽
Ｊ
↓
Ｆ
Ｉ
ｆ
祖
．
－

全
毎
房
今
返
《
一
・
〃
〃

一

帖
側
》
い
、
ｑ
陣
」
つ
ｖ
脚
や
叱
り
Ｉ
●
１

浬
■
一
『
Ｌ
Ｐ
何
《
７
，
ｊ

課

■
３
１
１
１

Ｉ
讓
博
関
聯
噂

を
了
吻
ｆ
の
り
空
納
旋
今
ら
て

ヨ

１
１
１

P

州

j

l

一
、
へ
魂
咽
醐
垂
ご
昨
‐

一



一
庫 －－

0

君

Ｌ

、
、
人
「

の
㈹
｜
託
１

忽

』

客
唾
吋
●
、
１
１
１
ア
ー
ｕ
、
Ｉ
ｎ
１
８
６
，
Ｌ
、
画
〃

７

鎧
の
雑
も
偽
今
１
Ｗ

ノ
／
ｎ
ｌ

ム
入
や
暉
仰
較
俺

惇
｡

」

1や
”〕

蕊
I、
L
G、

|，j
、
L

ハ

ィ

1．

吋

I M

I

１
４

1

､
f、

J茜

’
１
■
》
■
■
、

一
℃
Ⅱ
寺』

・
１

１

Ｆ

0

』
一

1

崖ら

1

さI

曇
伽
鯛
Ｙ
姥
く
ｆ
ｈ
ｌ、

■

】
I

可

16

へ

助
＝

｜
可



－－
画
一

一
勺
抄
ロ

－

LP

■

ー

＝‐
－

’
●

ノ

a

－一一
一

＝＝－

I
ｋ
Ⅲ
１
Ｖ

△

１
，
１
Ｉ

〃
／
わ
琴
、
ノ
篝
妥
ノ
参
Ｉ
で
－
，
鰯
‐
”
１
，
－
，
１

１

１

己
１

」
Ｂ
Ｐ
Ｌ
■
■
印
叫
即
－
１

み
か
も
／
基
（
ル
ヨ
ｈ
Ｉ
吟
愛
各
一
毛

ノ

、

リ

、

Ｂ
■
Ｐ
「

「
ａ
１
１

、

一
つ
１
，
口
』
Ｌ
腿
』
Ｌ
■

」
●
Ｌ
■
■
。
、
‐

４
弓
１
１
，

１

／

↓
〃

７
茄
入
状
驚
ｊ
ァ
凝
淘
．

ン
哉
化
盈
臥
隅

』､

Ｉ

ゆ
陸
唯
１
Ａ
，

ﾛ

Ｌ

■



L

、

I
1-q守一



戸

－－

全
－－

■

一

Q

ノ

0

、

｜盆， 一
◆
Ｔ
Ｆ
８
Ｈ

ｒ
／
少
，

ｒ
Ｉ

ｒ

ｌ
ｌ
ｊ
ｊ
■
日
■
日

屯

車一一

尾
４
‐

■

：
〆
》
副
壱
ｘ
，
ノ
ー
批
肘
憎
追
‐

恥
鯛
多
脅
ノ
脇
陣
‐
‐
，
夕
・
’

１

卿
‐
＃

テ
可
ノ
鍵
ァ
一
重
γ
ノ
犀
ｆ
夏
畜
尭
牟
９
丑
Ⅷ
」
ｒ
‐

Ｉ

ｒ

ｊ

●
駿
珂
入
ル
ー
③
１
重
ラ
岨
尽
心
什
１
入
：
ｆ

Ｊ

Ｐ
ｌ
ｒ

灸
琳

Ｉ

砧

Ｉ
ｒ
夕
。

』

「

葱
！
Ｉ
ち
り
工
ら

和
ぞ
つ
い

I瓜
ア
釜レ

フ
ー
久
一
畠
ｆ
ノ
ー
化
は
帽

Ａ
ｒ
も
め

〃

此
誇
あ
矛
、
雀
戻
欣
調
〃

０

，

垂
７
ｈ
噛
一
ノ
４
《
侮
二

ぞ

－
７

垂

の
－

』

少
７

口
一コ

r

唾 鳶
好
み
管

とノ

零1
今
丁
ノ
ン

ダ 鍵
蓼
一
睡

I

」

』

0

￥藻 画法
q▲

ｐ
Ｄ
ｐ
ｂ
，
砥
、
つ
″
〆

１
４

１

塞
了
久
工

輪
洪
伽

b

血



ユ

‐

1

1
≦

『 引
か
』

」
＝

ー

毒

・
一

口
。
。

一 一

、

一
一 一

与

世
q■

毎

グ

＝ e

膵
且
原

一
二

１
１

１１

fL__且

■
■
■
ｑ
ｑ
■

I
ー －



』 一
ローー

－

一

可
－

0
夢

●

～

》

可

吟
～
ら
・
紗
・
虻
瓶
Ｉ
‐

な
恥
馳

管
１
係
＄
Ｌ
Ｌ
て
そ
名
ｆ
惑

胸
ｌ
瓜
い
あ
Ｋ
Ｊ
ｌ
と
Ⅷ
う
Ⅲ

金
惚
も

寸
小
ｊ
唾
‘
”

萎
む

い
）
枇
１

け
を

秘
凝
参
そ
‐碆
了
吏

之

名

主

一
己
冑
グ

肋
Ｙ
〆
例
竜
て

祇
γ
曇
り
垂

尋

為
臓
畷
入
い
の
－
２
淀

壼
〃
雫

８

人
の
腕
チ
リ
え
胆
嘱
１

れ
悪
１
９

烏
Ｉ
艀
〃
１
ｋ

一

↑l

6

D

p

F

■
日
日
Ｊ
■
■
》

但
し

一
『
可

』
本
零
写
１
‐
毛
見
一
、

Ｆ

－

Ｂ

ｒ
し
む
毛
一

』、

＆
、罰

0

激
〃
曇
る
詞
．
催
入

、

ｂ

、
沁
叩
咽
〃
‐
に
、

~･b2
▼

'

●

砂
Ｄ
ｒ Ｉ

ｈ
ｌ
Ｊ
ｄ
且
』
仏
山

１

△
ｍ
Ｍ
ｖ

1
心ﾘー

０

へ
Ⅶ
．
’
・
叱
岫
○
軍
ロ
ー
凸
▼

Ｉ

Ｕ
－
０

1

」

p

一

8
＝一一

己

Ｆ

“

ｌ
」
４

■

一

『
Ｐ．

画戸

0

rG-- ’
一



一

毒
一

一

一一一

L

l
1

h

、

0
0

P

L

I



。

’

…


